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＜連絡事項＞
・木村Ns．が忌引により今週不在の為、勤務変更あり。各自勤務を確認すること。

＜利用者様情報＞

・中川原　義雄様～躁うつ病、現在43歳、市民病院通院中。過去、当院に入院歴があり、本日外来へ
来て「デイケアを利用したい」と話したとのことで、摩尼室長と面談。昨年末に当院外来にて市民病院からの紹介状を提出しており、本人「他のデイケア等も見学したが、青南病院には知り合いもいるのでここを利用したい」と話す。今週は見学・体験利用とし、利用について手続きを進めて行く予定。

　　　　　　　　　住居は江陽、妻子を含め6人家族で暮らしているとのこと。将来的には就労したいと話す。本日プログラム中はテンションの高さなどは見られないが、他メンバーに対し「子供の作り方を知っている」等の性的発言あり。病状や他者との関わり方について注意して見ていく。

・田名部　浩平様～先週から「パソコンのウィルスを何とかしなきゃいけない」等の理由で早退することがあり、本日も早退したいとスタッフに話してきたため、母に電話し事実確認を行う。母は「先週、パソコンのウィルス駆除に関するセールス葉書が届いた際、本人が自分のパソコンにウィルスがいると勘違いしたのか、何やら一生懸命パソコンを触っている。土日には自分でパソコンを分解までしてしまった。パソコンに詳しい人に聞いてみるよう話すが納得しないため、デイケアのほうで本人にアドバイスしてもらえないか」とのこと。本日デイケアスタッフより、専門業者へ見てもらう方法を勧めると、本人も「そうか」と納得した様子。しかし「パソコン以外のことでも忙しい」とイライラした様子を見せる。薬については、母の声掛けもあって忘れず服用しているとのこと。
本日プログラム中、「悲しい気分だ」と話すことがあり、理由を問うがうまく表現できないことがある。また、青山荘入所について「朝早く起きなきゃならないのなら、入所したくない」とスタッフに話してくる。青山荘見学については、母の仕事の都合を確認し、1／26（水）に行く予定。

・畑　正雄　　様～本日昼食時、ご飯を多く盛っていたため、スタッフより注意する。また、みかんの皮まで食べていたため、消化不良の可能性があることを説明、注意している。

・井畑　光湖　様～本日朝も嘔吐があったとのこと。また、来所時「昼食が食べられないので、栄養
補助食品（ウィダー・イン・ゼリー）を持ってきました」とスタッフに話してくる。しかし、スタッフから声を掛けると昼食はレストランへ行きほぼ全量食べる。
現在、身長165cm、体重56kg、BMI：20と標準体型であるが、自分の体型に関して本人「太っている」と話しており、認識のズレが見られる。また、嘔吐に関しても意図的に行っている様子。顔色が悪いこともあり、体調面で注意して見ていく必要がある。また、「ダイエットしたい」と話していることがあるため、自分の体型に関して正しい認識を持てるよう助言するとともに、身体健康面についても理解を深め、規則正しい食事をとれるよう支援する。

・晴山　美智子様～本日、外来受診後にデイケア来所。職場実習について「疲れる」と話すが、表情は明るく、他メンバーと会話を持つことも多い。体重は83kgと大きな変動はない。今後も来所時は本人の生活状況や健康面について確認・助言していく。

・秋山　和子　様～先週後半より、スタッフへの話し掛けが増えている。特定利用者について「うるさいから嫌だ。時々叩きたくなるけど、入院させられるから我慢している」と話す。顔つきが険しいこともあり、本人の病状について注意して見ていく。

・我満　奈津紀様～本日来所時「娘の血液型がO型とハッキリした。他の血液型だと父親が誰か分からないから、安心した」と表情明るく話してくることがある。プログラム中も機嫌よく、スッキリした表情で他者と話している。
· 下妻　康貴　様・中居　美津子様～

　　　　　　　私生活上での過度な接触について母が懸念している件で、母は「本人へはまだ言っていないし、スタッフからも伝えないでいてほしい」とのこと。最近、下妻様の中居様に対する表情の険しさ、態度の冷たさが目立ち、それに対して中居様がさらに執拗になっている様子。プログラム内でも影響が出始めているため、中居様が下妻様と適切な距離・関わり方を保てるよう面談などのアプローチを行う。

・高橋　百壽　様～自宅での薬の飲み忘れについて何度かあると話す。また、スタッフからの服薬の
確認について「忘れた」と話すなど、服薬の必要性に対する認識が薄い。また、デイケアのロッカーの鍵を返し忘れることも何度かある。デイケア来所時もほとんどプログラムに参加できず、「しんどい」と不調を訴えては休むことが多い。
服薬に関しては、重要性を理解出来るよう説明するとともに、薬ポケット等の服薬管理方法やチェックシート等を用いた確認方法に関して助言し、規則正しい服薬習慣を身につけられるよう支援する。

・中村　与一郎様～最近、デイケアの女性メンバーとの接触が多く、距離も近すぎることについて面談。休憩時間の度にデイケアルームへ行き過度に接触しているため、スタッフ側から見て適度な距離を保てていないのではないかと心配であること、中村様が女性メンバーの訴え（体調不良など）を代わりにスタッフに伝えに来ることは、女性メンバー自身の力にならないためやめてほしいこと等を説明すると、本人も「分かりました」と納得した様子。デイケア・デイナイトケアがリハビリの場であること、まずは自分自身の目標に向けて努力して欲しいことを伝える。

＜就労前準備段階プログラム　報告＞

・本日、第2回（３クール目）実施。テーマは「就労に関する社会資源」
・川口　八寿子様～個人ノートの目標・実施計画にびっしりと記入しているが、テンションの高さは
　　　　　　　　　見られず、目標についても無理のないものを選択している。

・佐藤　朗子　様～パソコンの講座を受講したいと話してくることがある。現在、青明舎支援のもと
職場実習の話も進んでいることから、新しいことをいくつも同時に始めるのは負担ではないかと問うと、「職場実習の方を優先してやります」と話す。

